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この一年間の出来事で「コムスン問題」は法

人経営にあたる者の一人として印象に残って

います。「コムスン問題」の背景に何があった

のでしょうか。少子高齢化で高齢者サービスの

社会的ニーズは増大しています。一方、国の債

務残高は 800兆円を超え（政府予算の 10倍）、
構造改革で社会保障費は縮小、削減されていま

す。公費と公的責任を少なくするために福祉サ

ービスを営利型組織（株式会社）に委ね、市場

原理でコスト論を追求すれば、組織の内部に何

がおきるでしょうか。介護報酬が引き下げられ、

まともな人件費を捻出することも厳しい状況

のもとで「利益」を生み出すということは、「何

をして儲けるのか」ということになります。 
 「コムスン問題」には、利潤追求を第一義的

に掲げる営利型が、次第に高齢者サービスの領

域を掌握していく姿が映し出されています。営

利型は徹底したトップダウン方式でチェック

システムが弱く、コスト論は至上の命題です。

コムスン代表者の豪邸や飛行機、高級専用車と

現場の非正規雇用職員との余りのギャップは、

市場原理が何をもたらすかを語っているよう

に見受けられました。 
 「コムスン問題」の教訓とは何でしょうか。

良質の社会福祉法人や NPO 法人を杉並の地
に構築しなければならないという決意と抱負

が私たちに必要だということです。 
サンフレンズは新年にあたり、高齢者サー 
ビスの新たな質とあり方を自らの事業を通し 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て実践し、創造していく法人でありたいと考え

ています。まず、法人の理念、使命をわかりや

すく具体化し、これに沿って事業計画、研修を

行い、ご利用者、ご家族に安心して利用してい

ただけるサービスを構築していきます。良質の

サービスを展開していくには、優秀な人材が必

要です。ご利用者の意思や選択・自己決定を尊

重し、一人ひとりにあったケアを実践し、尊厳

を大切にするケアを信頼関係の中でつくりだ

していくのが法人の理念です。利用者憲章や職

員の倫理綱領・行動規範をつくり、都市型モデ

ルを示せる法人としてサービスの提供に取り

組んでまいります。 
 自らの事業運営に追われる毎日ですが、皆様

方のご理解とご協力を得て、さらに高齢者ニー

ズの実態把握に努めます。そして、共同の学習

（研修）会を持ち、広報誌やホームページも活

用して「共通のひろば」をつくり、情報の共有

化、開かれた協議や意見交換を行いたいと思い

ます。 
 わが国の高齢者問題は過疎地域に始まり、今

や新たな都市問題になっています。大都市では、

共通して高齢者サービスのニーズにおける対

策が大きく立ち遅れています。サンフレンズは

自らの立場と社会的責任を認識し、市民ニーズ

と期待を真摯に受けとめ、地域に開かれた良質

のサービスを皆様と共に創りあげていくこと

を新年の目標とし、努力してまいります。 
本年も宜しくお願い申し上げます。 
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上井草園 
平野 つるさん 
 
 
 
 
 
 
 
上井草ふれあいの家 
川崎 愛子さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
和田ふれあいの家 
和田 美智子さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
サンフレンズ善福寺  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
松ノ木ふれあいの家 
松岡 利喜子さん 
 
 

 
 
永福ふれあいの家 
谷中サクさん 
 
 
 
 
 
 
和泉ふれあいの家 
太田 良子さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
友愛介護センター 
小井 美代さん 
 
 
 
 

皆さんのおかげで８回目の子年を迎え

ることが出来ました。楽しい子年に!! 
皆様のご健勝を願っております。 
 

今年も良い年になるように一生懸命頑張りま～

す。“つる”は 千年!!亀は万年!!長生きするぞ。 
 

自宅で空き缶を利用して、手作りマフラーに

挑戦しました。完成した作品にご利用者の皆

様から、「ステキ！」の声をたくさんいただき

ました。 

義太夫の好きな和田さん。和田ふれあいの家の

最高齢の年女です。長寿の秘訣は、「普通でい

いよ」とのことです。 

毎日を楽しく過ごすこと

が健康の秘訣と一言。今年

の干支のねずみちゃんと

珍しいトランペット型の

ハーモニカを両手に抱え

てポーズ!! 

今年は、足が良くなり、歩けるようになっ

て、馬の絵を描きたいと思います。 

谷中さんは明治 45年生まれの年女です。 
笑顔が素敵で面倒見の良い、永福の母！ 

レース編みが趣味です。綺麗な色の糸で 
テーブルセンターを作ります。 
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開設 10周年を迎えた上井草園や開設して半年の

サンフレンズ善福寺、地域のふれあいの家、友愛介

護センター等サンフレンズの事業所では、新春を迎

え、これまで以上のサービスを提供し、皆様のご期

待に応えるよう努めてまいります。 
 そこで、下記のとおり職員採用試験を行います。

杉並の老後を良くするため、高齢者福祉に理解と情

熱のある方のご応募をお待ちしております。 
 
記 

１．採用職種、人員および受験資格 
（１）採用予定職種および人員 
①介護職           3名 
②保健師および看護師     2名 
③介護支援専門員       3名 
④事務職           2名 

（２）受験資格    18歳以上の方 
①介護福祉士または社会福祉士（取得見込みを含む） 
ヘルパー講習２級以上の方 
②保健師または看護師（取得見込みを含む） 
③介護支援専門員 
④経理または人事総務の経験者優遇 

（３）採用年月日 
2008年 4月 1日（応相談） 

（４）提出書類 
①履歴書（写真貼付のこと） 
②成績証明書 
③資格取得（見込み）証明書 
④学校推薦書 
⑤課題作文（400字詰原稿用紙 2枚程度） 
 

 
 

※学生の場合①～⑤すべて、既卒者は①③⑤を提出し

てください。 
（５）応募方法 
郵送または直接( サンフレンズ法人事務局 )持参 

（６）申し込み締切り 
2月 22日(金）当日消印有効 

２．選考試験 
（１）選考方法 
①書類選考（事前提出の書類等） 
②筆記試験（小論文） 
③面接試験 

（２）日時 
    2月 27日(水）午前 10時～ 
（３）選考場所 
  特別養護老人ホーム 上井草園 
  〒167-0023 
  杉並区上井草 3-33-10 
  西武新宿線 上井草駅南口より徒歩２分 
※選考試験を申し込まれた方には、2 月 25 日(月)頃、
当日の試験内容についてご連絡いたします。 
 
【お問い合わせ先】 
サンフレンズ本部事務局 
杉並区上井草 3-33-10 
(TEL)03-3394-9833  (FAX)03-3394-9834 
担 当：中山、藤谷 
ホームページアドレス 

http://www.3friends.or.jp 

E‐mailアドレス 

jinji-jimu@3friends.or.jp 

 

 
 
前号で「軍歌」について、当法人の考えをお伝えしましたが、その後、読者の皆様から賛否のご意見をい

ただきました。ありがとうございました。法人は、ご利用者が個人として軍歌を歌うことを否定するつもり

はありません。ただし、施設全体のプログラムとして軍歌を歌うことはあってはならないと考えています。

今後も戦争を肯定するようなプログラム、ご利用者やご家族、第三者に誤解を招くようなプログラムは行わ

ずに取組んでまいりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 
 

前号の「軍歌」について、皆様からご意見をいただきました。 
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今回は、和田ふれあいの家で月に 2回折り
紙を教えていただいている原澤千恵子さんを

ご紹介します。 
原澤さんは、夏の暑い日も冬の寒い日もご

自宅から 30 分もかけて歩いていらっしゃい
ます。 
原澤さんに折り紙で大切にしていることは

何ですかと尋ねると、「手先、指先を使うこと

はリハビリにもなり、脳が活性化されると思

います。ぜひ同じ世代の方にもそうあって欲

しいと思い、伺っています。」とお話ください

ました。 
原澤さんのボランティア活動は、ご利用者

とリハビリ体操に参加することから始まりま

す。一緒に体操をしながら、ご利用者とコミ

ュニケーションを図ります。折り紙は楽しく、

また考えながら折ることで指先を使い、原澤

さんのおっしゃるとおり、脳の活性化につな

がる素敵なリハビリです。 
原澤さんはいろいろな折り紙を創作され、

毎回持参していただく作品は、独創的なもの

ばかりです。1度に 2つ 3つ、季節に合った
折り紙を用意してくださいます。10月のハロ
ウィンにはかぼちゃ、12月のクリスマスには
サンタクロースやプレゼント用の靴下など、

かわいいものばかりです。はじめはご利用者

も職員も「私たちに出来るかしら」と思いま

すが、わずか 45分という短いプログラムの間
に完成するのですから、大きな励みになりま

す。 
作品を折る際、ご利用者は原澤さんの指先

を真剣なまなざしで、「次はどう折るのかし

ら？」と見つめています。作品が出来上がる

まで一つ一つ丁寧に教えてくださいます。ま

た、時間が余ったときには、すぐに出来る折

り紙を用意してご利用者を楽しませてくださ

います。 
これからも、ご利用者や私たち職員に独創

的で素敵な折り紙を教えてくださいね。よろ

しくお願いいたします。 
 

 

 

 

本部事務局  電 話：３３９４－９８３３ 
ＦＡＸ：３３９４－９８３４ 
担 当：坂本・藤谷・星 

ホームページアドレス 

http://www.3friends.or.jp 
E‐mail アドレス 

Kamiigusa@3friends.or.jp 

 

魔法の指先を持つ 

折り紙の達人！! 

原澤 千恵子さん 


